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特　集

　血液内科では、白血病、骨髄異形成症候群、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫な
どの血液細胞の悪性腫瘍、再生不良性貧血などの血液細胞が造れなくなる病
気、特発性血小板減少性紫斑病などの血球が壊れる病気などを扱っています。

血液内科で扱う病気

　血液疾患の治療で抗癌剤などの化学療法や、ステロイドなどの免疫抑制療
法が主に用いられますが、病気によっては放射線療法や外科的治療が選択さ
れることもあります。また、通常の化学療法や免疫抑制療法だけでは治すこと
が難しい、血液悪性腫瘍や重症の再生不良性貧血に対しては、造血幹細胞移
植を行うこともあります。

血液疾患の治療

　造血幹細胞移植は、超大量の抗がん剤や全身の放射線照射などで前処置を
したあとに、自分またはドナーから事前に採取した造血幹細胞を点滴で投与し
ます。治癒を目指す治療ですが、非常に重篤な合併症を生じることもありま
す。主な合併症として移植片対宿主病（ドナー由来の血液細胞が患者様の体
を攻撃する病気、GVHDと略します）、様々な感染症や臓器障害、全身に起こ
る微小血管障害、異常な免疫が原因となる肺炎などがあります。

造血幹細胞移植

　造血幹細胞移植は使用する造血幹細胞の違いにより次の3種類があります。

大津赤十字病院での
造血幹細胞移植の特徴

　いずれも血縁でないドナーから移植する場合は特別な許
可が必要ですが、大津赤十字病院ではいずれの移植にも対
応しています。
　また、ステロイドが効かない重篤なGVHD（移植片対宿
主病）は治療が困難ですが、最近間葉系幹細胞という特殊
な細胞を輸注することにより治療できることがわかり、保
険適応となりました。大津赤十字病院ではこのような細胞
を使って治療する方法も取り入れて、重篤なGVHDの治療

に備えています。
　造血幹細胞移植は治癒を目指せる治療法ではあります
が、一方で、非常に強い合併症を生じることがあります。そ
のため、造血幹細胞移植を行うかを決定する際には、医療
者側が慎重に検討して、さらに患者様にも移植の効果と危
険性を十分説明しています。特に大津赤十字病院では移植
コーディネーターが移植の決定から移植後のフォローアッ
プまで、継続して患者さんのサポートを行っています。

骨髄にある造血幹細胞を
直接採取して移植する骨髄移植

骨髄中にある造血幹細胞を薬で
血管内に誘導し
末梢血管から
採取して移植する
末梢血幹細胞移植

臍帯血（へその緒の中にある血液）内の
造血幹細胞を移植する臍帯血移植

辻  將 公 今回の
担当医師

【認定専門資格】
　日本血液学会認定血液専門医･指導医
　日本内科学会認定内科医
　日本がん治療認定医機構がん治療認定医
　近畿血液学地方会評議員
　インフェクションコントロールドクター（ICD）
　京都大学医学部臨床教授
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　血液内科病棟では、年間12例ほどの造血幹細胞移植を
行っており、移植看護、チーム医療に力を入れています。移
植をしたらそれで終わりではありません。移植後の患者様は、
退院後も感染徴候や副作用の観察と対症看護、心理的支
援、復学や復職の支援などが必要です。そこで２０１５年から
移植後外来を行っています。
　移植後外来とは、患者様が退院後、自己管理をしながら
生活の質を低下することなく過ごせるよう、専門的なフォロー
アップを目的にした外来です。造血幹細胞移植に2年以上
従事し研修を修了した担当看護師が看護面談を行います。
　患者様の家族が同席することもあります。患者様によっ
て薬剤師による服薬指導や、理学療法士による筋肉・関節
の状態確認やリハビリ指導を行っています。
　移植後外来は、対象患者様の外来受診日に、病棟看護
師が外来に出向き、不定期に活動しています。
　基本は、患者様の受診日に合わせて、移植から３か月後・
半年後・1年後・以後1年毎ですが、患者様によっては毎月
行うこともあります。
　実際の外来は、患者様が記入した「造血幹細胞移植
後患者問診票」をもとに看護面談を行い、カルテの「造血

幹細胞移植後管理指導書」に記入していきます。内容は、
副作用の観察、内服管理や感染予防行動や皮膚ケアな
どの自己管理の状況確認、「いつから復職や車の運転を
してもよいのか」「こういうものが食べたい」「体調が悪く、
最近食べられなくなってきた」「インフルエンザの予防接種
はしてもよいのか」など、患者様や家族からの身体状況や
自己管理についての質問や相談に対して、アドバイスをし
た内容を記入します。また主治医への伝達内容をまとめ、
記入しています。
　これらの内容を外来看護師に申し送り、主治医の診察に
つなげます。

　現在24名の患者様
をフォローアップしており、
年間60件ほどの面談実
績があります。実際に面
談をしていると、食事内
容の相談や、心理的な
サポートが必要な患者
様もおられ、栄養士や心
理士など専門職の介入

も今後検討すべき課題と考えています。
　平成30年度は担当看護師が３名増えて５名になりました。
仲間が増えることで視野も広がり、より一層移植後外来の
充実が図れると考えています。
　わたしたち看護師が一番うれしいのは、患者様が元気に
社会復帰している姿を見られた時です。パジャマ姿ではない、

病院外での姿を見てい
ると、入院というのは病
気を治すために一時的
に過ごす場所で、患者
様ではなく○○さん、とい
う人が人生を歩んでいる
のだと強く感じます。そこ
に入院中から患者様の
家族とともに、医師・看

護師・薬剤師・栄養士・理学療法士・歯科衛生士・社会事
業部・ＨＣＴＣ（移植コーディネーター）など様々なスタッフが、
専門性を発揮しチームで支えてきた集大成を実感できるの
です。
　これからも退院後患者様が自己管理をしながら安心して
生活できるよう、継続した支援を行っていこうと思っています。

　HCTC（造血細胞移植コーディネーター）は、聴きなれな
い職種だと思います。
　これは造血幹細胞移植が必要な患者様・ご家族が安心・
安全に医療を受けられるような支援をするための、移植に関
する幅広い知識を持った医療コーディネーターのことです。
　移植は通常の医療とは違って、患者様の治療のために
ドナーを必要とするので、複雑さや難解さが生じるものとな
ります。
　ドナーは血縁の方がなるときもあれば、骨髄バンクや臍
帯血バンクに調整依頼することもあります。健康な人にド
ナーになってもらうので、そこには倫理的な問題が存在しま
すし、患者様にとって良好なタイミングで行うことが重要に
なるので、選択はより複雑になります。
　このように特殊な構造を持つ移植医療を円滑に行うた
めの調整役が必要になってくるのです。コーディネーターに
は2種類あります。骨髄バンクのコーディネーターは社会か
ら受けるドネーション（無償の提供）を患者様のいる医療現
場に繋げるため、骨髄バンクドナーを支える役割です。もう
一方のHCTC は移植と提供が行われる医療の現場にお
いてドナーと患者様の両方に対して中立的な立場で活動

を行います。支援の対象となるの
は患者様、ドナー、各々のご家族で
す。HCTCは、長い経過の移植治
療全般の支援に関わることになり
ます。
　患者様や、それを支えるご家族のために、チームで医療を
提供しています。造血幹細胞移植は骨髄バンクや院外の
施設とも連携していく必要があり、施設内外の多職種をつ
なぐパイプのような役割もあります。
　治療開始とともに、「移植をすることになるかも知れませ
ん」と聞かれた患者様や「ドナーになるかも知れません」と
聞いたご家族は不安やわからないことだらけになると思いま
す。そんな方々に、先生の話を一緒に聞き情報を解説した
り、どうしていくかを決定していくときの相談役になったりす
る仕事です。特に血縁ドナーになられる方への支援が重要
であると思っています。
　患者様・ご家族の支えになれるよう、チーム力や専門性
の向上を心がけています。お困りの方はお気軽にお尋ねく
ださい。
� 造血幹細胞移植後外来　看護師　金澤 比呂美

INTERVIEW

わたしたちは患者様が元気に社会復帰でき、
　　　安心して生活できることを目指しています

左から　青谷亮輔・金澤比呂美・髙森里美・甲斐千穂・今井咲子・橋野あゆみ・辻久美・北村登喜生

看護師　甲斐 千穂　辻 久美造血幹細胞移植後外来の仕事

ここでは、HCTCの紹介をさせていただきます。
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根本正院長先生にお聞きしました 山本国浩院長先生にお聞きしました

　当院は、呼吸器疾患を中心として、様々な疾
患を診療しています。特に呼吸器疾患に関し
ては成人の方、ご老人、お子様たちの長引く咳、
喘息から呼吸不全、感染症にいたるまで幅広く
診療しています。
　また、学校保険医として逢坂学区の中学校、
保育園、こども園などで子供たちの健康管理に
携わっています。

　地域のかかりつけ医として、初診時の丁寧な
診察で適切な診断を行い、治療法の選択や実
行に努めています。
　平成30年末から理学療法士が２名体制と
なり、運動器リハビリが充実して行えるようにな
りました。安心安全な整形外科医療を御提供
できるようスタッフ一同全力を尽くします。どうぞ、
よろしくお願いいたします。

　院長、根本は診療所開設当時から大津赤
十字病院高度救命救急センター非常勤医師
として地域医療に携わっています。これをはじめ
として、地域の皆様が安心して治療でき、日常
生活がおくれるように大津赤十字病院と連携
しています。今後もこの連携を通じて大津赤十
字病院も当院も地域の皆様に貢献できればと
思っています。

　手術が必要な患者様やCT、MRI等の検査
については、日頃から大津日赤の諸先生方に
は大変お世話になっております。
　また、地域連携室のスタッフ様にも、いつも
迅速丁寧に対応していただき大変感謝しており
ます。これからも患者様の運動器の健康増進
のために、より緊密な病診連携をお願い申し上
げます。

Introduction of hospital

地域と結ぶ
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ハッピーねもとクリニック 山本整形外科クリニック

アピールポイント アピールポイント

大津日赤との医療連携について 大津日赤との医療連携について

［院長］ 根本　正
［住所］ 大津市御幸町1-27
［TEL］ 077-524-8899
［診療科目］ 内科・呼吸器科・アレルギー科・外科
［休診日］ 木曜日、土曜日、祝日、日曜日午前

基
本
情
報

［院長］ 山本　国浩
［住所］ 大津市蓮池町14-23
［TEL］ 077-572-6546
［診療科目］ 整形外科・リハビリテーション科
［休診日］ 木曜日午後、土曜日午後、日曜日、祝日

基
本
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　平成26年1月1日、大津赤十字病院に輸血部が誕生

し、準備期間を経て同年11月より稼働しております。それ

までは血液製剤の管理は検査部と薬剤部の両方で管理

していました。新たな輸血部門の設置によって、血液製剤

の供給体制を維持し、安全・適切な輸血の運用を日常的

に継続することが可能となりました。

　輸血部発足により、血液製剤の一元管理、副作用管

理をはじめとした輸血管理の中央化が実現しました。さら

に、成分製剤の期限切れ廃棄はほぼ解消されました。輸

血部はその業務として、成分製剤の管理、自己血の管理、

輸血検査を実施しております。

　輸血部は、大容量の細胞（血液細胞など）を処理する

能力を有していることより、血液製剤の在庫管理以外に、

自己血の製剤化（フィブリン糊の調製、MAP処理など）、

日赤血の分割処理、洗浄処理(赤血球製剤、血小板製

剤)等、一般には赤十字血液センターの技術協力に依存

する製剤処理の院内処理が可能となっております。

　また、移植医療の分野では多職種との共同による末梢

血幹細胞の採取、凍結処理、保管管理をはじめ移植骨髄

の洗浄処理、赤血球除去処理も行っており、移植医療/

再生医療に対応できる機能を有しています。

　輸血検査では、赤血球血液型（亜型の精査含む）、不

規則抗体検査をはじめとした赤血球系の検査、交差適合

試験を実施しております。移植医療に向けては、コロニー

アッセイも実施できる数少ない施設でもあります。

　大津赤十字病院の輸血部の有する多面的な機能は、

輸血医療、移植/再生医療において、より効果的な医療

の供給と副作用の低減に寄与していると考えています。

� 輸血部　三觜 隆一

輸
血
部
の
紹
介

遠心型血液成分分離装置
　遠心型血液成分分離装置とは、
患者様やドナーの血液を遠心力により
血液成分に分離し、採取・除去・交
換するために開発された、血液成
分分離装置です。
　大津赤十字病院の輸血部では
主に末梢血幹細胞採取・骨髄濃縮
で使用しています。

Depar tment  o f
B lood Trans fus ion

左から　谷元久美子・西川みな帆・中森翔大・松田哲明・三觜隆一・大濱真伸
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季節の
レシピ

〒520-8511 滋賀県大津市長等1丁目1-35
TEL.077-522-4131
FAX.077-525-8018
https://www.otsu.jrc.or.jp

⬅QRコードから
　ホームページが
　ご覧いただけます

私たちは「人道・博愛」の赤十字精神にのっとり、
患者さまの人権と意志を尊重して、最善の医療を提供し、地域の人々の健康増進に務めます。

理念

１. 患者さまと共にあゆむ医療を心がけ、プライバシーと権利を大切にします。
２. 医療の質の向上に努め、安全で高度な医療を提供します。
３. 救急医療に積極的に取り組み、災害救護に貢献します。
４. 地域の中核病院として他の医療機関との連携を推進します。
５. 研修・研鑽を積み、次代を担う医療従事者の育成に努めます。

基本方針

果
物
の

レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

材料� 1台分18cm型

作り方
1 クリームチーズをボールに入れ、常温で30分程置いておく。
2 ビスケットをビニール袋に入れ、麺棒などでつぶす。溶かしたバターを入れ袋の中でよく混ぜる。型の底に平

らに敷き詰め、型ごと冷蔵庫で冷やしておく。
3 1にグラニュー糖を入れ、なめらかになるまで混ぜる。
4 3に七分立ての生クリーム、レモン汁、ぬるま湯で戻したゼラチン（10ccほどデコレーション用に残してお

く）を入れよく混ぜる。
5 型に流し入れ、2～3時間以上、冷蔵庫で冷やし固める。
6 型から出していちごなどを飾り、残しておいたゼラチン（再度、ぬるま

湯で戻す）を果物に塗る。

●いちご
ビタミンCや葉酸が豊富に含まれています。ビタミンCは免疫を高
める働きがあり肌のトラブル予防に効果的です。また鉄の吸収を
高めてくれる働きがあり、葉酸とのダブル効果で貧血の予防・改善
につなげましょう。

栄養について

◦クリームチーズ
　　�  200g
◦マリービスケット
　　�  110g（3枚入り7袋分）
◦バター（マーガリンでも可）
　　�  50g
◦グラニュー糖
　　�  70g
◦生クリーム
　　�  180cc
◦レモン汁
　　�  小さじ1杯
◦粉ゼラチン
　　�  8g（水50mlでふやかしておく）
◦いちごなど・ミント（飾り用）

ワンポイント

いちごを選ぶときには
表面にピンとした張りと
艶があり、葉の緑色が

鮮やかなものを。
また果物の種類や

盛り付け方を変えるだけで、
見た目も華やかに
アレンジできます。


